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会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の
勤

勉
手
当
不
支
給

は
官
製
格
差
で

あ
る
。
し
か
も

こ
の
２
年
間
、

人
事
院
・
人
事

委
員
会
は
期
末
手
当
の
み
を

減
ず
る
勧
告
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
他
府
県
の
勧

告
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か

っ
た
が
、
今
年
度
は
じ
っ
く

り
読
ん
で
み
た
▼
広
島
県
人

事
委
員
会
は
、「
勤
勉
手
当

が
措
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況

を
勘
案
し
、
当
分
の
間
、
常

勤
職
員
の
特
別
給
の
改
定
率

を
考
慮
し
て
支
給
月
数
を
定

め
る
こ
と
が
適
当
」
と
報
告

し
た
。
期
末
手
当
の
み
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
一
時
金

か
ら
、
勤
勉
手
当
相
当
分
を

含
む
民
間
ボ
ー
ナ
ス
と
の
較

差
の
全
て
差
し
引
く
こ
と
は

間
尺
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
▼

０
・
１５
月
の
減
は
、
改
定
率

で
割
り
戻
す
と
０
・
０５
月
か

ら
０
・
１
月
で
済
む
は
ず
で

あ
る
。
一
義
的
に
は
勤
勉
手

当
を
支
給
さ
せ
る
こ
と
が
鉄

板
要
求
で
あ
る
が
、「
当
分

の
間
」
の
論
法
・
戦
術
と
し

て
活
用
し
た
い
。�

（
Ｓ
Ｒ
）

　

冒
頭
、
自
治
労
の
川
本
委

員
長
は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
が
低
下

し
て
い
る
。
共
済
推
進
運
動

を
組
合
員
の
安
心
・
安
定
の

暮
ら
し
、
組
織
強
化
・
拡
大

に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い

く
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

自
治
労
は
１２
月
６
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
全

国
共
済
集
会
を
開
き
、
１
２
４
７
人
の
仲
間

が
参
加
し
た
。
府
本
部
は
、
大
阪
市
内
に
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し
、
１０
単
組
２６
名
が

参
加
し
た
。
共
済
推
進
運
動
が
組
合
員
の
安

心
と
安
定
の
暮
ら
し
や
組
織
の
強
化
・
拡
大

に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
講
演
や
取
り
組
み
事

例
か
ら
学
ん
だ
。

　

基
調
講
演
で
は
、
共
済
推

進
運
動
の
大
切
さ
や
意
義
を

学
び
、
労
働
運
動
の
重
要
な

柱
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
全

体
会
で
は
、
５
月
の
第
１
６

０
回
中
央
委
員
会
で
確
認
さ

れ
た
「
新
た
な
共
済
推
進
方

針
」
を
確
認
し
、
具
体
的
な

推
進
方
法
を
学
ん
だ
。ま
た
、

６
県
本
部
６
単
組
か
ら
取
り

組
み
報
告
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
説
明
会
な
ど
が
開
く
こ

と
が
で
き
な
い
な
か
、
組
合

員
に
「
じ
ち
ろ
う
共
済
」
の

魅
力
を
伝
え
る
効
果
的
な
手

法
を
共
有
し
た
。

　

分
科
会
は
、
県
本
部
役
職

員
む
け
の
分
科
会
Ⅰ
と
単
組

役
職
員
む
け
の
分
科
会
Ⅱ
が

あ
り
、
府
本
部
役
職
員
は
分

科
会
Ⅰ
に
、
単
組
か
ら
の
参

加
者
は
分
科
会
Ⅱ
に
参
加
。

分
科
会
Ⅰ
で
は
「
新
た
な
共

済
推
進
方
針
」
に
も
と
づ
き

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

し
、
い
か
に
共
済
推
進
運
動

の
底
上
げ
を
は
か
る
か
を
考

え
た
。
分
科
会
Ⅱ
で
は
、
Ｆ

Ｐ
の
瀬
戸
家
み
の
り
さ
ん
が

２
０
２
２
年
６
月
の
団
体
生

命
共
済
制
度
改
定
の
内
容
や

組
合
員
へ
の
伝
え
方
を
解

説
。
と
く
に
、
若
年
層
や
高

年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　

最
後
に
、
団
体
生
命
共
済

の
新
制
度
実
施
に
む
け
た
模

擬
説
明
会
が
行
わ
れ
、
組
合

員
み
ん
な
で
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
良
い
制
度
と

な
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
集

会
を
終
え
た
。府
本
部
で
は
、

２
０
２
２
年
２
月
２５
日
に
共

済
集
会
を
開
催
す
る
予
定
。

今
集
会
の
内
容
を
ふ
ま
え
、

共
済
推
進
運
動
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
。

暴力行為は犯罪ですとアピール
しながら啓発グッズを配布した

昨年は新型コロナの影響で開催延期となったが、
今年はＷＥＢ形式で開催された。

　

府
本
部
都
市
交
評
は
、
１２

月
１０
日
、
梅
田
・
ヘ
ッ
プ
ナ

ビ
オ
前
で
、
駅
員
や
乗
務
員

に
対
す
る
暴
力
行
為
撲
滅
を

訴
え
る
啓
発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

市
民
に
配
布
し
た
。
鉄
道
係

員
・
路
線
バ
ス
運
転
手
に
対

す
る
暴
力
行
為
を
め
ぐ
っ
て

は
、
２
０
０
８
年
以
降
、
多

発
か
つ
悪
質
化
し
て
き
て
い

る
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
こ
２

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る

自
粛
要
請
な
ど
に
よ
っ
て
、

外
で
飲
酒
す
る
機
会
の
減
少

や
人
流
抑
制
も
あ
り
暴
力
行

為
の
発
生
件
数
は
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
１１
月

以
降
、
飲
食
店
に
対
す
る
時

短
要
請
や
人
数
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
外
で

飲
酒
す
る
人
が
増
え
て
き
て

お
り
、
暴
力
行
為
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

日
本
民
営
鉄
道
協
会
（
民

鉄
協
）
が
発
表
し
た
デ
ー
タ

で
は
、
大
手
私
鉄
１６
社
の
駅

員
や
乗
務
員
ら
に
対
す
る
暴

力
行
為
の
件
数
が
、
２
０
２

１
年
度
上
期
（
４
～
９
月
）

で
５４
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
数
字
を
受
け
民
鉄
協
は
、

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
人
流

が
抑
制
さ
れ
た
な
か
で
昨
年

と
同
件
数
で
あ
っ
た
こ
と
は

「
軽
視
で
き
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　

一
方
、
２
０
１
９
年
の
同

時
期
で
は
、
９３
件
と
な
っ
て

お
り
、
外
で
飲
酒
の
機
会
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
る
効
果
は

デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
集
計
に
よ
る
と
、
こ
こ

２
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
迷

惑
行
為
を
注
意
し
た
際
や
、

理
由
も
な
く
突
然
に
暴
力
行

為
を
行
う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
加
害
者
の
多
く
は
飲
酒

を
し
た
と
き
に
暴
力
行
為
に

及
ん
で
お
り
、
こ
の
傾
向
は

以
前
か
ら
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
、
時
間
帯
に
つ
い
て
は

深
夜
帯
（
２２
時
以
降
）
に
集

中
し
て
発
生
し
て
お
り
、
加

害
者
年
齢
は
幅
広
い
年
代
に

分
布
し
て
い
る
。

　

街
頭
で
訴
え
を
行
っ
た
、

大
阪
交
通
労
組
の
西
川
執
行

委
員
は
、「
暴
力
行
為
は
犯

罪
。
こ
う
し
た
行
為
は
安
全

で
快
適
な
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
る
。
た
っ
た
一
度
の
暴
力

で
、
大
切
な
も
の
す
べ
て
を

失
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
強

く
訴
え
か
け
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
今
回
は
２
年
ぶ
り
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
が
「
府
本

部
都
市
交
評
」「
私
鉄
関
西

地
連
」「
Ｊ
Ｒ
連
合
」
の
３

産
別
は
、
暴
力
行
為
は
深
刻

な
問
題
と
捉
え
、
年
２
回
の

街
頭
行
動
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
民
鉄
協
で
も
第

三
者
暴
力
行
為
防
止
の
ポ
ス

タ
ー
を
駅
頭
や
車
内
に
掲
示

す
る
な
ど
啓
発
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

暴
力
行
為
撲
滅
訴
え

暴
力
行
為
撲
滅
訴
え

制
限
緩
和
で
件
数
増
を
懸
念

がん・医療サポート保険
組合員とご家族を対象とした
がん・医療サポート保険がスタートしました！

◆ がん診断一時金のほか、通院補償や保険業界初の再発転移一時金も充実！
◆ お手続きはネット完結、web上での口座登録にて保険料をお支払い。

詳しいご説明、
ご加入は
こちらから

お問合せ先：（株）東京海上日動パートナーズかんさい  フリーダイヤル：0120-505-421（受付時間：平日9時～17時）

団体割引25％！じちろう共済をサポートする充実した制度！

団体割引

25％
団体総合
生活保険

2021年3月作成　20-TC10415

自治労大阪府本部 組合員のみなさまへ
　府本部では、組合員のみなさまとご家族のくらしを支える保障として、ニーズが多い「がんサポート保険」と「医療サポ
ート保険」をご用意しています。自治労組合員は、25％の団体割引が適用されます！補償内容など詳細については、下記
のフリーダイヤル、QRコードにアクセスしてください。今年度の募集は、2022年2月28日までとなります。ぜひ加入を
ご検討いただきますようお願いします。

を全力で応援！
鬼木まこと

きにお

鬼木まこと（鬼木 誠）
1963年福岡県筑紫野（ちくしの）市生まれ。８２年福岡県庁入職（県税事務所、保健所などを担当）。
８９年福岡県職員労働組合青年部長。２００５年同執行委員（労安部長）、１０年同書記長、１２年同委員長。
２０１４年自治労中央本部組織対策局長、１５年同総合公共民間局長、１９年同書記長。

第２6回参議院全国比例区選挙自治労組織内候補予定者

自治労は、第159回中央委員会で、
第26回参議院選挙の全国比例区に、「鬼木まこと」さんを
自治労組織内候補として擁立することを決定しました。

共
済
推
進
運
動
の
意
義
を
再
確
認

安
心
と
安
定
の
暮
ら
し
の
た
め
に

安
心
と
安
定
の
暮
ら
し
の
た
め
に

第
７
回
じ
ち
ろ
う
全
国
共
済
集
会

（1）2 0 2 1 年 1 2 月 1 1 日・2 1 日

●この『自治労大阪』は地球環境保護のため再生紙で印刷しています。
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政策
資料

■№６３　介護保険制度を軸とした
地域福祉の確立にむけて

■№６４　地域の自治と
コミュニティ政策を考える

大阪地方自治研究センター
電話06（6242）2220
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コ
ロ
ナ
社
会
へ
の
対
応

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
色
濃

く
残
る
中
、
私
た
ち
は
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
／
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ

社
会
へ
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。当
面
は「
雇

用
対
策
」
が
肝
要
で
、
と
り

わ
け
、
パ
ー
ト
・
有
期
・
派

遣
や
障
が
い
者
・
女
性
・
学

生
・
外
国
人
な
ど
、
よ
り
立

場
の
弱
い
労
働
者
の
社
会
的

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化

が
必
要
だ
。
休
業
補
償
の
持

続
化
給
付
金
や
雇
用
調
整
助

成
金
、
産
業
雇
用
安
定
助
成

金
な
ど
の
拡
充
に
加
え
て
、

在
籍
型
出
向
を
活
用
し
た
雇

用
維
持
対
策
に
も
労
使
で
努

め
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
を
克

服
し
、
安
心
と
希
望
を
持
っ

て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
む

け
て
、
生
活
保
障
、
教
育
訓

練
、
就
労
支
援
・
再
就
職
な

ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
一
体
化

し
た
仕
組
み
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　

ま
た
、
長
期
化
し
た
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
、
在
宅
勤
務

な
ど
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
な
ど
が
急
速
に

進
展
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
で
は
、「
上
司
・
部
下
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や

「
業
務
・
時
間
管
理
の
難
し

さ
」、「
生
産
性
の
低
下
」
や

「
人
材
育
成
の
機
会
減
少
」

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
へ

の
対
応
は
、
労
使
に
よ
る
適

切
な
ル
ー
ル
の
整
備
と
公
正

な
評
価
の
点
検
に
加
え
て
、

職
場
で
多
様
性
を
認
め
合
う

意
識
の
醸
成
も
重
要
と
な

る
。２

０
２
２
春
季 

生
活
闘
争
に
む
け
て

　

２
０
２
２
春
闘
で
も
、
雇

用
確
保
を
前
提
に
月
例
賃
金

引
き
上
げ
の
流
れ
を
継
続
さ

せ
、
消
費
の
喚
起
・
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

将
来
に
わ
た
り
人
材
を
確
保

・
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

賃
金
水
準
を
意
識
し
て
「
人

へ
の
投
資
」
を
継
続
的
に
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
中
小
企
業
や

有
期
・
短
時
間
・
契
約
な
ど

で
働
く
者
の
賃
金
を
「
働
き

の
価
値
に
見
合
っ
た
水
準
」

に
引
き
上
げ
、「
分
配
構
造

の
転
換
に
つ
な
が
り
得
る
賃

上
げ
」
に
取
り
組
む
。
２
０

２
２
春
闘
は
、
す
べ
て
の
組

合
が
月
例
賃
金
の
改
善
に
こ

だ
わ
り
、
賃
金
水
準
を
確
認

し
、「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格

差
是
正
」
の
取
り
組
み
を
よ

り
強
力
に
推
し
進
め
る
。

　

闘
争
方
針
を
決
定
す
る
連

合
第
８６
回
中
央
委
員
会
（
１２

月
２
日
）
で
は
、
わ
が
国
に

お
け
る
賃
金
決
定
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
し
て
の
春
闘
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
賃
金
要
求
指

標
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、
底

上
げ
は
、
賃
上
げ
分
２
％
程

度
と
定
期
昇
給
相
当
分
２
％

を
含
め
４
％
程
度
と
し
、
底

支
え
と
し
て
、
企
業
内
最
低

賃
金
は
時
給
１
１
５
０
円
以

上
を
確
認
し
た
。

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る 

安
心
社
会
」の
実
現
へ

　

連
合
大
阪
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
社
会
が
大
き
く
変
わ
る

中
、
働
き
方
・
暮
ら
し
・
社

会
の
新
し
い
「
カ
タ
チ
」
や

「
運
動
様
式
」を
模
索
し
、「
持

続
可
能
性
」・「
包
摂
」・「
多

様
性
」
を
基
底
に
お
い
た
連

合
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

た
運
動
を
推
進
す
る
。

　

産
業
・
雇
用
・
社
会
の
あ

り
方
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
拡
大
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
や
脱
炭
素
社
会
へ

の
加
速
と
相
ま
っ
て
、
根
本

か
ら
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
こ
う
し
た
変
革
に
伴
う

雇
用
環
境
へ
の
悪
影
響
を
、

最
小
限
に
と
ど
め
、
労
働
者

の
権
利
を
守
る
「
公
正
な
移

行
」
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

今
夏
に
は
参
議
院
議
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。「
働

く
者
・
生
活
者
」
の
立
場
に

立
っ
た
政
治
勢
力
を
拡
大
さ

せ
る
に
は
、
働
く
者
の
た
め

の
共
通
政
策
の
拡
大
に
取
り

組
む
候
補
者
の
当
選
を
勝
ち

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
、「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の

実
現
に
む
け
て
、
構
成
組
織

・
地
域
地
区
協
議
会
と
知
恵

を
結
集
し
、
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

が
開
幕
。開
会
式
も
含
め

ほ
と
ん
ど
の
会
場
が
無
観

客
と
な
っ
た
。
１７
日
間
の

競
技
で
日
本
は
過
去
最
多

の
５８
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
。
ま
た
８
月
２４
日
か

ら
始
ま
っ
た
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
無
観
客
開
催
に
。

タ
リ
バ
ン
が
首
都
制
圧 

米
軍
は
完
全
撤
収
に

　

反
政
府
勢
力
「
タ
リ
バ

ン
」
が
８
月
１５
日
、
首
都

カ
ブ
ー
ル
を
制
圧
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
が
事
実

上
崩
壊
し
た
。
タ
リ
バ
ン

は
平
和
的
な
政
権
樹
立
を

主
張
。
だ
が
反
タ
リ
バ
ン

だ
っ
た
人
の
安
全
や
女
性

の
就
労
権
利
の
保
護
な
ど

は
不
透
明
。
一
方
、
米
軍

は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の

軍
事
作
戦
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
ち
、
８
月
３０
日
に
完
全

撤
収
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
搬
送
困
難 

自
宅
出
産
で
新
生
児
死
亡

　

２
月
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
た
も
の
の
８
月

以
降
感
染
爆
発
に
。
８
月

２０
日
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

で
自
宅
療
養
中
の
妊
婦
が

自
宅
出
産
し
た
が
、
新
生

児
は
死
亡
。
第
５
波
で
都

市
部
で
は
医
療
機
関
へ
の

搬
送
が
困
難
に
な
り
、
医

療
崩
壊
状
態
と
な
っ
た
。

自
民
新
総
裁
の
岸
田
さ
ん 

臨
時
国
会
で
首
相
に

　

９
月
２９
日
に
行
わ
れ
た

自
民
党
総
裁
選
で
岸
田
文

雄
さ
ん
が
当
選
、
新
総
裁

に
。そ
し
て
１０
月
４
日
、菅

内
閣
の
総
辞
職
を
受
け
招

集
さ
れ
た
臨
時
国
会
で
首

相
指
名
選
挙
が
実
施
さ

れ
、第
１
０
０
代
首
相
に
。

就
任
後
の
所
信
表
明
で
は

「
新
し
い
資
本
主
義
」
の

実
現
を
強
調
し
た
。

連
合
会
長
に
初
の
女
性 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
期
待

　

１０
月
６
日
に
定
期
大
会

を
開
い
た
労
働
組
合
の
中

央
組
織
、連
合
は
、退
任
す

る
神
津
里
季
生
会
長
の
後

任
と
し
て
芳
野
友
子
副
会

長
を
選
出
し
た
。
芳
野
さ

ん
は
１
９
８
９
年
連
合
発

足
以
来
、初
の
女
性
会
長
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
重
視
し
取
り

組
む
と
強
調
し
た
。

藤
井
さ
ん
が「
竜
王
」奪
取 

最
年
少
で
四
冠
達
成

　

１１
月
１３
日
、
山
口
県
で

行
わ
れ
て
い
た
竜
王
戦
で

藤
井
聡
太
さ
ん
が
豊
島
雅

之
竜
王
を
下
し
、
竜
王
を

奪
取
。
１９
歳
３
カ
月
の
史

上
最
年
少
で
四
冠
を
達
成

し
た
。
藤
井
さ
ん
は
９
月

の
叡
王
戦
で
、
三
冠
を
達

成
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

米
大
リ
ー
グ
で
大
活
躍 

大
谷
選
手
に
Ｍ
Ｖ
Ｐ

　

１１
月
１９
日
、
米
大
リ
ー

グ
で
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

最
優
秀
選
手（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）に
、

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平

選
手
が
満
票
で
選
ば
れ

た
。
日
本
人
は
イ
チ
ロ
ー

さ
ん
以
来
20
年
ぶ
り
２
人

目
だ
。
二
刀
流
で
活
躍
し

た
大
谷
選
手
、
今
年
の
成

績
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

９
勝
２
敗
に
１
５
６
奪
三

振
、
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
は

４６
本
の
本
塁
打
と
１
０
０

打
点
、
そ
し
て
２６
盗
塁
と

自
己
最
高
を
記
録
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
支
持
者
ら
が 

米
議
会
を
占
拠

　

１
月
６
日
、
大
統
領
選

の
結
果
を
不
正
と
主
張
す

る
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に

あ
お
ら
れ
た
支
持
者
が
米

議
会
を
占
拠
。
死
者
４
人

を
出
す
暴
動
事
件
と
な
っ

た
。
だ
が
１
月
２０
日
、
バ

イ
デ
ン
氏
は
無
事
に
新
大

統
領
に
就
任
し
、
前
政
権

か
ら
の
方
針
転
換
を
打
ち

出
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で 

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー

　

２
月
１
日
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
軍
が
非
常
事
態
宣

言
を
宣
言
し
、
全
権
を
掌

握
し
た
と
表
明
。
ウ
イ
ン

ミ
ン
大
統
領
や
ア
ウ
ン
サ

ン
・
ス
ー
・
チ
ー
国
家
顧

問
な
ど
４５
人
以
上
が
拘
束

さ
れ
た
。
市
民
は
抗
議
デ

モ
に
立
ち
上
が
る
が
、
軍

は
こ
れ
を
弾
圧
。
各
国
か

ら
の
非
難
が
相
次
い
だ
。

熱
海
で
大
規
模
土
石
流 

原
因
は
違
法
な
盛
り
土

　

記
録
的
大
雨
が
発
生
し

た
東
海
・
関
東
地
方
。
７

月
３
日
に
は
、
熱
海
市
伊

豆
山
地
区
で
大
規
模
な
土

石
流
が
発
生
し
、
２２
人
が

亡
く
な
っ
た
。静
岡
県
は
、

土
石
流
の
起
点
付
近
に

あ
っ
た
法
令
基
準
を
大
幅

に
超
え
る
高
さ
の
盛
り
土

が
災
害
の
原
因
と
見
て
調

査
を
開
始
し
た
。

五
輪・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

無
観
客
で
開
催

　

緊
急
事
態
宣
言
下
の
東

京
で
７
月
２３
日
、「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」

見積依頼受付中 見積の用紙の依頼、ご提出は
所属される組合まで。

●対象車両1台のお見積もりを1件の応募とします。●景品は選ぶことができません。●当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。●見積もりや応募にあたり収集した個人情報は、見積もりや抽選、景品発送に利用します。
●抽選結果に関するお問い合わせはお受けできません。●当選の権利は当選者本人に帰属するものとし、景品の換金・譲渡は禁止します。●住所や転居先が不明の場合等で景品類を送達できない場合は当選を無効とします。

自動車総合補償共済 見見積積ももりり見見積積ももりりキャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーン 2021年11月
制度改定！

2022年1月1日～2022年3月31日応募期間
※応募要領は組合を通じてお問い合わせください。

期間中のご応募で素敵な商品が抽選であたる！
抽選キャンペーン

500人
78mm76mm

165mm

※イメージです。

500人
ポータブル空気清浄機 キャンプセット

2022年1月1日～2022年3月31日キャンペーン期間

期間中に「じちろうマイカー共済」をご成約
いただいた方にマルチポーチをプレゼント！
●既契約への車両損害補償、特約の付帯などは対象
になりません。

ご成約キャンペーン

※使用例

自治労共済推進本部は「7才の交通安全プロジェクト」に
取り組んでいます。
「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心と
ゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛
同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地（先）の共済
生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

地域公共サービスを担う組合員と家族のための補償

5121A052

ご契約にあたっては
パンフレットを
ご覧ください。

　

昨
年
３
月
に
ス
リ
ラ
ン
カ

人
の
ウ
ィ
シ
ュ
マ
・
サ
ン
ダ

マ
リ
さ
ん
が
、
名
古
屋
出
入

国
在
留
管
理
局
の
施
設
で
死

亡
し
た
。
収
容
中
に
体
調
を

崩
し
、
満
足
な
医
療
が
施
さ

れ
な
い
ま
ま
息
を
引
き
取
っ

た
。
こ
の
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ

で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
入

管
制
度
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
。そ
の
時
期
に
本
書
は「
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
」
出
版
さ
れ

た
。
昨
年
８
月
下
旬
に
発
行

さ
れ
、
１０
月
上
旬
に
は
再
版

と
な
る
反
響
ぶ
り
だ
。

　

女
子
高
生
の
マ
ヤ
ち
ゃ
ん

が
語
り
手
と
な
っ
て
、
小
学

３
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま

で
の
家
族
の
歴
史
を「
き
み
」

宛
て
に
書
き
綴つ

づ

っ
た
物
語
で

あ
る
。
夫
を
亡
く
し
た
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
母
ミ
ユ
キ
さ

ん
が
、
８
歳
年
下
の
青
年
と

恋
に
落
ち
る
が
、
青
年
は
会

社
が
倒
産
し
ク
ビ
に
な
り
仕

事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
マ
ヤ

ち
ゃ
ん
の
思
春
期
の
青
春
物

語
も
横
糸
の
よ
う
に
編
み
込

ま
れ
、
や
が
て
３
人
は
家
族

に
な
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
十

分
家
族
愛
の
小
説
に
な
る
。

　

し
か
し
ミ
ユ
キ
さ
ん
が
愛

し
た
相
手
が
、
た
ま
た
ま
ス

リ
ラ
ン
カ
人
の
ク
マ
さ
ん
と

な
る
と
、
ビ
ザ
の
更
新
、
不

法
残
留
、
収
容
、
仮
放
免
な

ど
入
管
行
政
と
い
う
重
い

テ
ー
マ
が
入
り
込
む
。
マ
ヤ

ち
ゃ
ん
が
ス
ト
ー
リ
ー
テ

ラ
ー
な
の
で
、
難
解
な
入
管

制
度
の
問
題
点
ま
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
法
律
や
制
度

を
説
明
さ
れ
て
も
つ
い
聞
き

流
す
が
、
小
説
に
な
る
と
マ

ヤ
ち
ゃ
ん
の
親
戚
の
お
じ
さ

ん
に
な
っ
た
気
分
で
感
情
移

入
で
き
る
。
直
木
賞
作
家
・

中
島
京
子
の
緻
密
な
取
材
に

裏
打
ち
さ
れ
た
文
章
の
う
ま

さ
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
。

　

日
本
と
い
う
国
は
、
国
境

を
越
え
観
光
に
来
る
外
国
人

に
は
微
笑
み
か
け
る
。
一
方

で
国
境
を
越
え
て
き
た
労
働

者
に
は
う
と
ま
し
い
顔
を
見

せ
、
彼
ら
の
人
権
に
は
無
関

心
だ
。「
や
さ
し
い
猫
」
は

ク
マ
さ
ん
が
マ
ヤ
ち
ゃ
ん
に

話
し
て
く
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ

童
話
。
日
本
は
い
つ
に
な
っ

た
ら
や
さ
し
い
猫
、
気
づ
き

の
猫
に
な
れ
る
の
か
。
時
代

の
証
言
と
も
い
え
る
作
品
で

あ
る
。

中央公論新社　1900円＋税
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